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安安
倍倍
総総
理理
とと
地地
方方
六六
団団
体体
会会
長長
とと
のの
懇懇
談談
会会
がが
開開
催催

「
内
閣
総
理
大
臣
と
地
方
六
団

体
と
の
懇
談
会
」
が
11
月
27
日
、

首
相
官
邸
で
開
か
れ
、
岡
下
勝
彦

・
本
会
会
長（
高
松
市
議
会
議
長
）

ら
地
方
六
団
体
の
各
会
長
が
出
席

し
た
。

は
じ
め
に
、
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
「
地
方
創
生
は
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
。
全
国
津
々
浦

々
で
地
方
創
生
を
進
め
、
地
方
分

権
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
強
力
に
進

め
て
い
く
。
今
後
と
も
、
地
方
の

声
に
徹
底
し
て
耳
を
傾
け
、
地
方

の
発
意
に
よ
る
地
方
の
た
め
の
改

革
を
実
行
し
て
い
く
」
な
ど
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表

し
、
山
田
啓
二
・
全
国
知
事
会
会

長
（
京
都
府
知
事
）
か
ら
の
挨
拶

の
後
、
懇
談
と
な
り
、
岡
下
本
会

会
長
か
ら
は
、
地
方
創
生
の
推
進

と
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

※※
岡岡
下下
会会
長長
発発
言言
内内
容容

2
点
、
発
言
す
る
。

1
点
目
は
地
方
創
生
に
つ
い
て
。

地
方
創
生
の
推
進
に
当
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
い
か
に
住
み

よ
い
環
境
を
確
保
し
て
い
く
か
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
国
と
地
方
は
一
致
協
力

し
て
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
地
方
議
会
と

し
て
も
執
行
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
施
策
の
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

高
松
市
で
は
、10
月
30
日
に「
た

か
ま
つ
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
。
市
の
人
口
は
約
42
万
人
で

あ
る
。
推
計
で
は
、
平
成
72
年
に

約
28
万
人
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
36
万
人
程
度
の
人
口
を
目
指

し
て
い
る
。
総
合
戦
略
の
策
定
に

当
た
り
、
海
や
山
の
身
近
で
豊
か

な
自
然
と
、
ま
ち
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
ま
っ
た
、
市
の
特
性
を
生

か
し
た
高
松
な
ら
で
は
の
総
合
戦

略
を
、
実
効
性
の
あ
る
人
口
減
少

対
策
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

地
方
が
自
主
的
・
主
体
的
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
継
続

的
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
配
意

さ
れ
た
い
。

2
点
目
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
。

発
災
か
ら
4
年
8
か
月
以
上
が

経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
国
に

お
い
て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

11
月
15
日
か
ら
5
日
間
、
本
会

の
正
副
会
長
に
よ
り
、
被
災
地
の

大
船
渡
市
、
東
松
島
市
、
南
相
馬

市
、
福
島
市
の
視
察
を
行
っ
た
。

ま
た
、
福
島
市
に
お
い
て
は
、
18

日
、
19
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

「
震
災
復
興
と
地
方
創
生
、
地
方

議
会
と
の
関
係
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
第
10
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
2
0
0
0
人
規

模
で
開
催
し
た
。
被
災
地
に
足
を

運
び
、
被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の

方
々
の
ご
苦
労
と
復
興
に
向
け
た

強
い
思
い
を
肌
で
感
じ
た
。
本
会

と
し
て
も
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
さ
ら
に

全
力
で
支
援
を
行
う
決
意
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
国
の
総
力
を
結
集

し
、
さ
ら
に
万
全
の
措
置
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）
第42回『都市問題』公開講座

「自治体と観光」

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念東京都市
研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の発行する月刊誌『都市問
題』の特集などから時宜に適ったテーマを選び開催しています。
第42回は次のような趣旨により、「自治体と観光」をテーマとし

て開催いたします。多数の方々のご参加をお待ちしております。
○開催趣旨
2016年は観光立国推進基本法が制定されて10年目にあたる。こ
れまでも自治体は伝統的な名所・旧跡のみならず埋もれている観
光資源の開発に努めてきた。高齢化社会のなかで多様な地域を見
聞しようとする人びとは増加傾向にある。また円安の影響もあっ
て外国人観光客が急増している。自治体は、日本人であれ外国人
であれ、観光客がエンジョイできる条件を多角的に整えていかね
ばなるまい。
本講座では、観光を機軸としたまちづくりと観光による国際交

流の進展のために、自治体行政が抱える課題や市民との協働関係
について、広く議論する。

○日 程
2016年1月16日（土）13:30～16:30
日本プレスセンター 10階ホール（〒100―0011東京都千代田区

内幸町2―2―1）
○出演者
基調講演
西村 幸夫 氏（東京大学先端科学技術研究センター所長）

パネルディスカッション
今井健太郎 氏（大田区政策課長）
江崎 貴久 氏（旅館海月 女将・鳥羽市エコツーリズム推進

協議会会長）
山出 保 氏（石川県中小企業団体中央会会長・前金沢市長）
吉山 治 氏（隠岐地区ふるさと案内人・松江市副市長）
梅川 智也 氏（公益財団法人日本交通公社理事・観光政策研

究部長）〈司会〉
○参 加 費 :無料
○参加申込み :後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

からお申込みください。
○申込み期限 :2016年1月14日（木）
※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお申込みく
ださい。

○問 合 せ 先 :後藤・安田記念東京都市研究所
TEL :03―3591―1239、FAX :03―3591―1209

懇談会の模様

発言する岡下本会会長

（昭和36年12月20日第三種郵便物認可）
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第第
1111
回回
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等
特特
別別
委委
員員
会会

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�
阿

部
善
博
・
相
模
原
市
議
会
議
長
）

は
11
月
25
日
、
全
国
都
市
会
館
で

第
11
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
阿
部
委
員
長
か
ら

「
28
年
度
の
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
動
向
を
踏
ま
え
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続

い
て
、
河
村
正
人
・
内
閣
官
房
内

閣
審
議
官
か
ら
「
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講

師
説
明
が
あ
っ
た
後
、
事
務
報
告

を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
ま
ず
、
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
の
動
向
に
つ
い

て
」
を
議
題
と
し
、
岡
下
勝
彦
・

本
会
会
長
（
高
松
市
議
会
議
長
）

か
ら
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平

成
27
年
度
第
2
回
）
（
10
月
14
日

開
催
）
（
本
紙
1
9
5
6
・
7
号

1
・
2
面
、
5
〜
2
面
参
照
）
、

遠
藤
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
臣
と
地
方
六
団
体

と
の
意
見
交
換
会
（
同
日
開
催
）

（
本
紙
1
9
5
6
・
7
号
1
面
参

照
）
に
つ
い
て
、
村
田
進
洋
・
本

会
副
会
長
（
水
戸
市
議
会
議
長
）

か
ら
第
4
回
地
方
創
生
担
当
大
臣

と
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会

（
11
月
18
日
開
催
）
（
本
紙
1
9

6
0
号
1
面
参
照
）
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
了
承
し
た
。

続
い
て
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の

場（
平
成
28
年
度
政
府
予
算
編
成
）

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
議
題

と
し
、国
と
地
方
の
協
議
の
場（
平

成
28
年
度
政
府
予
算
編
成
）
へ
の

対
応
、
第
31
次
地
方
制
度
調
査
会

第
27
回
専
門
小
委
員
会
（
３
面
に

掲
載
）
（
答
申
素
案
に
つ
い
て
の

地
方
六
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
へ
の

対
応
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
、
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

尾
山
信
義
・
山
陽
小
野
田
市
議
会

議
長
）
は
11
月
26
日
、
全
国
都
市

会
館
で
、
正
副
委
員
長
会
議
の
後
、

第
1
5
4
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
冒
頭
に
尾
山
委

員
長
か
ら
「
地
域
医
療
施
策
に
つ

い
て
は
、
深
刻
な
医
師
不
足
や
地

域
偏
在
を
解
消
し
、
地
域
医
療
の

確
保
・
充
実
を
引
き
続
き
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
ほ
か
、

医
療
保
険
制
度
、
介
護
保
険
制
度
、

文
教
施
策
、
少
子
化
対
策
な
ど
に

つ
い
て
も
要
望
し
て
い
く
旨
の
挨

拶
を
し
た
。
続
い
て
、
内
閣
府
、

厚
生
労
働
省
か
ら
の
講
演
の
後
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
「
要
望
書
」
と
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

を
原
案
の
通
り
決
定
。
続
い
て
、

要
望
活
動
の
方
法
、
今
後
の
運
営

を
決
定
し
た
。
「
要
望
書
」
は
①

地
方
創
生
の
推
進
②
地
域
医
療
施

策
③
保
健
衛
生
施
策
等
④
医
療
保

険
制
度
⑤
介
護
保
険
制
度
⑥
少
子

化
対
策
等
⑦
雇
用
対
策
⑧
社
会
福

祉
施
策
⑨
環
境
保
全
施
策
⑩
文
教

施
策
―
の
10
項
目
を
大
き
な
柱
と

し
て
作
成
、
「
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
要
望
書
」
は
①
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
②

原
子
力
発
電
所
事
故
災
害
へ
の
対

応
―
の
2
項
目
を
大
き
な
柱
と
し

て
作
成
し
た
（
本
紙
1
9
5
9
号

1
面
・
8
〜
7
面
、
1
9
6
0
号

1
面
参
照
）
。
両
要
望
書
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
尾
山
委
員
長
、

佐
藤
敏
男
・
副
委
員
長
（
北
広
島

市
議
会
議
長
）
、
宮
寺
賢
一
・
同

（
小
平
市
議
会
議
長
）
は
、
木
原

稔
・
自
由
民
主
党
文
部
科
学
部
会

長
、
岡
崎
淳
一
・
厚
生
労
働
省
厚

生
労
働
審
議
官
に
面
談
し
、
要
望

書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
他
の
委
員
も
、
地

元
選
出
の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
講
演
で
は
、
角
田
リ
サ

・
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
担
当
）

企
画
官
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
つ
い
て
」
、
島
添

悟
亨
・
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民

健
康
保
険
課
課
長
補
佐
か
ら
「
国

民
健
康
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
説

明
を
聴
取
し
た
。

事事
務務
局局
職職
員員
研研
修修
会会

ベ
ル
サ
ー
ル
汐
留
で
開
催

本
会
は
「
第
63
回
全
国
市
議
会
事
務
局

職
員
研
修
会
」
を
平
成
28
年
1
月
28
日
・

29
日
の
2
日
間
、
ベ
ル
サ
ー
ル
汐
留
で
開

催
し
ま
す
。
例
年
、
砂
防
会
館
で
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
会
場
を
変
更
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
日
目
は
、
井
原
好
英
・
本
会
事
務
総

長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
境
勉
・
総
務

省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
、
清
水
克
士
・

大
津
市
議
会
局
議
会
総
務
課
長
が
講
演
し

ま
す
。

2
日
目
は
、
横
道
清
孝
・
政
策
研
究
大

学
院
大
学
副
学
長
、
廣
瀬
和
彦
・
本
会
調

査
広
報
部
参
事
が
講
演
し
ま
す
。

開
催
案
内
は
12
月
1
日
付
け
で
各
議
会

事
務
局
へ
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
1
月

8
日
ま
で
に
出
欠
報
告
書
に
て
フ
ァ
ク
ス

で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

報告する岡下会長

報告する村田副会長

岡崎厚生労働審議官

第
１
5
4
回
社
会
文
教
委
員
会

第
１
5
4
回
社
会
文
教
委
員
会

木原自民党文部科学部会長

挨拶する阿部委員長

挨拶する尾山委員長



第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
第
27

回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�
長

谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

が
11
月
30
日
、
総
務
省
で
開
か
れ
、

岡
下
勝
彦
・
本
会
会
長
（
高
松
市

議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体
の
各

代
表
者
が
出
席
。
「
人
口
減
少
社

会
に
的
確
に
対
応
す
る
地
方
行
政

体
制
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

に
関
す
る
答
申
素
案
」
（
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
（h

ttp
:
//

w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/m
a

in
_
c
o
n
te
n
t/0
0
0
3
8
4
8
9
6

.p
d
f

）
参
照
）
に
つ
い
て
地
方
六

団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
。

岡
下
会
長
か
ら
は
「
第
2

行

政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供

の
た
め
の
地
方
行
政
体
制
―
1

広
域
連
携
等
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」「
第
3

適
切
な
役
割

分
担
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
3

議
会
」な
ど
に
つ
い
て
、発
言
し
た
。

【
岡
下
会
長
発
言
内
容
】

「
第
2

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可

能
な
提
供
の
た
め
の
地
方
行
政
体
制
」

の
「
1

広
域
連
携
等
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
つ
い
て
、
各
市
町

村
は
、
こ
れ
ま
で
、
従
来
か
ら
の
広
域

連
携
制
度
で
あ
る
一
部
事
務
組
合
、
広

域
連
合
、
事
務
の
委
託
と
い
う
広
域
行

政
の
制
度
を
活
用
し
、
消
防
、
ご
み
処

理
、
介
護
認
定
の
審
査
、
上
下
水
道
や

学
校
給
食
な
ど
、
共
同
処
理
に
よ
り
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
ま
た
、
定

住
自
立
圏
、
連
携
中
枢
都
市
圏
な
ど
、

新
た
な
広
域
連
携
の
取
り
組
み
も
推
進

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
広
域
連
携
は
、

地
方
創
生
を
推
進
し
、
地
方
の
活
力
を

取
り
戻
し
、
高
め
て
い
く
上
で
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
高
松
市
に
お
い
て

も
、
21
年
3
月
に
定
住
自
立
圏
の
中
心

市
宣
言
を
し
、
近
隣
2
市
5
町
と
の
連

携
協
定
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

連
携
中
枢
都
市
圏
へ
発
展
的
に
移
行
す

る
た
め
、
27
年
9
月
に
連
携
中
枢
都
市

宣
言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
。
答
申
素
案
で

は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
に
関
し
て
、
昼

夜
間
人
口
比
率
が
1
以
上
の
2
つ
の
中

心
的
な
市
が
隣
接
す
る
場
合
、
い
わ
ゆ

る
複
眼
型
の
連
携
中
枢
都
市
を
認
め
る

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
連
携
中

枢
都
市
圏
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
素
地

が
あ
る
も
の
の
、
人
口
要
件
に
満
た
な

い
、
昼
夜
間
人
口
比
率
が
1
に
わ
ず
か

に
届
か
な
い
地
域
な
ど
に
お
い
て
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
意
欲
が
あ
る
自
治

体
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
連
携
中
枢
都
市
圏
、
定
住
自

立
圏
等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、

財
政
支
援
措
置
の
拡
充
を
お
願
い
す
る
。

「
第
3

適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
「
3

議
会
」
に
関
し

て
は
、
議
会
三
団
体
の
要
請
事
項
5
項

目
の
う
ち
、
決
算
不
認
定
の
場
合
に
つ

い
て
、「
議
会
が
長
に
対
し
指
摘
し
た
問

題
点
に
つ
い
て
長
が
説
明
責
任
を
果
た

す
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
と
す
べ
き
で

あ
る
」と
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
他

の
4
項
目
に
つ
い
て
、
今
回
も「
引
き
続

き
検
討
」「
慎
重
に
検
討
」
、
あ
る
い
は

全
く
言
及
が
な
い
な
ど
、
大
変
残
念
で

あ
る
。
特
に
、
議
長
の
議
会
招
集
権
に
つ

い
て
は
、
臨
時
会
招
集
請
求
権
、
長
が
招

集
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
の
招
集
権
が

付
与
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
定
例
会

を
含
め
た
招
集
権
自
体
を
議
長
に
付
与

し
て
も
何
ら
不
都
合
は
な
い
よ
う
に
思

う
。
二
元
代
表
制
の
下
、
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
対
象
で
あ
る
長
の
招
集
で
な
け
れ
ば

議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は

全
く
不
合
理
で
あ
り
、
早
期
の
実
現
に

向
け
て
明
確
な
結
論
を
出
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
・
処

分
の
議
決
対
象
範
囲
に
つ
い
て
は
、
第

29
次
地
制
調
答
申
で
拡
大
す
べ
き
と
さ

れ
た
が
、
関
係
法
令
の
改
正
な
ど
は
行

わ
れ
ず
、
は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
。
速
や

か
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
さ
ら
に
、

地
方
議
会
議
員
の
法
的
位
置
付
け
の
明

確
化
、
予
算
修
正
権
の
制
約
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け

る
地
方
議
会
の
役
割
・
責
任
の
増
大
を

踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
さ

れ
た
い
。

全
国
高
速
自
動

車
道
市
議
会
協
議

会
（
会
長
�
滝
口

敏
夫
・
木
更
津
市

議
会
議
長
）
は
11

月
27
日
、
28
年
度

政
府
予
算
に
対
す

る
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

滝
口
会
長
は
じ

め
9
市
の
議
長
ら

は
、
秋
元
司
・
自
由
民
主
党
国
土

交
通
部
会
長
、
松
野
博
一
・
高
速

道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
事
務
局

長
、
宮
内
秀
樹
・
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
、
江
島
潔
・
同
、
豊
田
俊

郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
連
会

員
、
北
村
誠
吾
・
同
ら
に
面
談
し
、

要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

要
望
内
容
は
11
月
4
日
の
27
年

度
第
1
回
理
事
会
で
決
定
し
た

「
高
速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
等

に
関
す
る
要
望
書
」
に
つ
い
て
。

①
建
設
促
進
②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
と
機
能
強
化

③
防
災
・
安
全
対
策
等
の
推
進
④

料
金
制
度
―
の
4
項
目
を
大
き
な

柱
と
す
る
。
要
望
書
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

※
要
望
活
動
参
加
市

▽
会
長
�
木
更
津
市
▽
副
会
長
�
旭
川

市
、
八
戸
市
、
七
尾
市
、
浜
松
市
、
萩
市
、

伊
万
里
市
▽
監
事
�
岡
谷
市
、
豊
中
市

2288年年度度政政府府予予算算にに対対ししてて

第第
2277
回回
専専
門門
小小
委委
にに
岡岡
下下
会会
長長
がが
出出
席席

地制調

高高速速協協がが要要望望活活動動

―
地
方
六
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

秋元自民党国土交通部会長

宮内国土交通大臣政務官

豊田高速道路建設推進議連会員

松野高速道路建設推進議連事務局長

江島国土交通大臣政務官

北村高速道路建設推進議連会員

発言する岡下本会会長
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国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
�

向
後
保
雄
・
千
葉
市
議
会
議
長
）

は
11
月
26
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
委
員
長
会
議
を
、
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
第
1
2
7
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

委
員
会
開
催
に
先
立
ち
、
10
月

16
日
、岡
下
勝
彦
・
本
会
会
長（
高

松
市
議
会
議
長
）
は
▽
福
知
山
市

▽
田
辺
市
▽
福
山
市
▽
山
口
市
―

の
4
市
の
議
長
を
委
員
に
追
加
の

指
名
を
し
て
い
る
。

会
議
に
は
、
笹
島
清
一
・
地
方

財
政
委
員
会
副
委
員
長
（
岩
見
沢

市
議
会
議
長
）、岡
田
昌
司
・
同（
泉

佐
野
市
議
会
議
長
）
も
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
向
後
委
員
長
か
ら

「
現
在
、税
制
改
正
や
予
算
編
成
に

向
け
た
議
論
が
本
格
化
し
て
い
る
。

地
方
税
財
政
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財

源
総
額
の
充
実
確
保
、
法
人
実
効

税
率
や
車
体
課
税
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
の
必
要
な
税
財
源
の
確
保
、

償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
や

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制
度
の

堅
持
、
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け

て
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
の
拡
充
や
新
型
交
付
金

の
創
設
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い

る
」
と
し
、
「
政
府
・
与
党
の
要

職
者
に
対
し
、
強
力
に
要
望
活
動

を
行
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
平
成
28
年
度
地

方
創
生
の
推
進
並
び
に
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
重
点
要

望
」と「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

要
望
書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
し

た
。
両
要
望
書
は
11
月
10
日
開
催

の
第
99
回
評
議
員
会
の
会
長
提
出

決
議
（
本
紙
1
9
5
9
号
9
〜
7

面
参
照
）か
ら
、会
長
・
国
対
委
員

長
・
地
財
委
員
長
連

名
で
作
成
し
た
も
の
。

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
国

対
委
の
正
副
委
員
長

と
委
員
、
地
財
委
の

両
副
委
員
長
は
、
菅

義
偉
・
内
閣
官
房
長

官
、
森
屋
宏
・
総
務

大
臣
政
務
官
、
宮
沢

洋
一
・
自
由
民
主
党

税
制
調
査
会
長
、
髙

木
毅
・
復
興
大
臣
の
順
に
面
談
し
、

要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

内
田
隆
・
菊
川
市
議
会
議
長
）
は

11
月
27
日
、
全
国
都
市
会
館
で
、

正
副
委
員
長
会
議
の
後
、
第
1
3

8
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
冒
頭
に
内
田
委

員
長
か
ら
「
税
制
改
正
に
当
た
っ

て
地
方
税
制
の
拡
充
強
化
を
求
め

る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
対
策
に

つ
い
て
は
地
方
一
般
財
源
総
額
の

充
実
確
保
を
強
く
要
望
し
て
い

く
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
続
い

て
、
総
務
省
か
ら
の
講
師
説
明
の

後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
平
成
28
年
度
地

方
税
財
政
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
と
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
要
望
書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
。

続
い
て
、
要
望
活
動
、
今
後
の
運

営
を
決
定
し
た
。
「
平
成
28
年
度

地
方
税
財
政
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
は
①
平
成
28
年
度
税
制
改
正

等
②
平
成
28
年
度
地
方
財
政
対
策

③
地
方
創
生
の
推
進
④
平
成
28
年

度
地
方
債
計
画
⑤
地
方
公
営
企
業

⑥
国
庫
補
助
負
担
金
―
の
6
項
目

を
大
き
な
柱
と
し
て
作
成
、
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

は
①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
旧
・
復
興
②
原
子
力
発
電
所
事

故
災
害
へ
の
対
応
―
の
2
項
目
を

大
き
な
柱
と
し
て
作
成
し
た
（
本

紙
1
9
5
9
号
1
面
・
8
〜
7
面
、

1
9
6
0
号
1
面
参
照
）
。
両
要

望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
内
田
委
員
長
、

笹
島
清
一
・
副
委
員
長
（
岩
見
沢

市
議
会
議
長
）
、
岡
田
昌
司
・
同

（
泉
佐
野
市
議
会
議
長
）
は
、
橘

慶
一
郎
・
自
由
民
主
党
総
務
部
会

長
に
面
談
し
、
要
望
書
を
手
交
の

上
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

他
の
委
員
も
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。な

お
、
講
師
説
明
で
は
、
前
田

一
浩
・
総
務
省
自
治
財
政
局
財
政

課
長
か
ら
「
平
成
28
年
度
地
方
財

政
の
課
題
に
つ
い
て
」
、
狩
宿
和

久
・
同
省
自
治
税
務
局
企
画
課
総

務
室
長
か
ら
「
平
成
28
年
度
地
方

税
制
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
説
明
を
聴
取
し
た
。

森屋総務大臣政務官

宮沢自民党税制調査会長

髙木復興大臣

菅内閣官房長官

第
１
2
7
回
国
会
対
策
委
員
会

第
１
2
7
回
国
会
対
策
委
員
会

菅
内
閣
官
房
長
官
ら
に
要
望

第
１
3
8
回
地
方
財
政
委
員
会

第
１
3
8
回
地
方
財
政
委
員
会

橘自民党総務部会長

挨拶する向後委員長

挨拶する内田委員長
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